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新型インフルエンザに
対する漢方治療の経験
熊本赤十字病院　加島雅之
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　2009年に世界を席巻したH1N1新型インフルエンザに対して漢方治療を行った
経験およびそこでの知見について，若干の考察を加えて報告する。
　今回の新型インフルエンザは3月にメキシコで流行をみせた後，急速に世界に伝
播した。日本では，関西圏で初夏から出現。徐々に日本全国に拡大した。こうした
経過により，史上ほとんど初めて，同じと確認できているウイルスが複数の季節に
またがって，広い地域で，数多くの人々に引き起こす症状を観察することができた。
この観察からわかったことは，西洋医学的には同じウイルスが，季節とともに，風
寒邪や風熱邪といった，漢方的には大きく性質の異なる邪となることである。また，
同じ冬季であっても気温や湿度によってより風熱の性質を帯びた邪となったり，湿
邪を挟むものなどもみられるようである。ここで，温病・傷寒の弁別なしに麻黄湯・
葛根湯などが有効であった症例があると同時に，麻黄湯・葛根湯などが無効で温病
としての対処を必要とした症例も多かった。次に，今回の新型インフルエンザは概
ね季節性インフルエンザと比較しても死亡率は高くないが，季節型インフルエンザ
と異なり特に基礎疾患を持たない人でも重症化する場合が散見される。基礎疾患を
持たないにも関わらず，重症化する人々の症状の特徴はアメリカ疾病予防管理セン
ターなどが公表しているが，加えて漢方医学的見地で分析してもある特徴があるよ
うに思われ，次のような場合である。病気の進行が早い場合，少陽の部位である「胸」
の症状が現れる場合，化熱傷陰する場合が挙げられる。このような病態を改善する
ために，生薬では石膏・柴胡・ 楼仁などが重要であり，特に胸膜炎や肺炎を起こ
した例では，エキス剤では麻杏甘石湯と柴陥湯の併用が有効であった。西洋医学の
抗ウイルス薬を使用していても症状の悪化・遷延を来たす人も散見され，その多く
が少陽病期で「胸」の症状を伴い，化熱傷陰を呈していることを考えると，この治
療法の展開が期待される。また，回復期の咳嗽も麦門冬湯が通常のインフルエンザ
では有効であるが，今回の新型インフルエンザでは無効例も多く，竹筎温胆湯が有
効であった症例が多い。これは今回の新型インフルエンザが基本的な性格に湿邪の
要素を持っていたためと考えられる。
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背景

目的
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方法

結果

表1

表 1

表 2

図 1



日本中医学会雑誌　Vol.1 No.1　2011　5

日本中医学会設立シンポジウム

11
CDC

22

8 9

8 22.2% 44.4% 22.2% 11.2%

9 44.4 55.5

10 52% 8% 36% 4%

11 77.7% 22.3%

12 40.9% 27.3% 22.7% 9.1%

1 30% 25% 35% 15%

表１

表２

図１
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表 3

表 3

表 3

考察
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表３
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